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【緒言】内部量子効率 100%が実現可能な熱活性化遅延蛍光 (TADF) 有機 EL デバイスは有機 EL の低

コスト化と高効率化の両立が可能となる
1)
。多重共鳴を利用した TADF 材料は、高効率を維持しつ

つ、スペクトルの狭半値幅化が可能である
2)
。本研究では、炭素および酸素で架橋した新たな多重共

鳴 TADF 材料 DMAc-BN と PXZ-BN を開発した。PXZ-BN は最大外部量子効率は 23.3%、半値幅は

47 nm を実現した。 

【実験】DMAc-BN および PXZ-BN の化学構造を Fig. 1 に示す。DMAc-BN と PXZ-BN は nBuLi を
用いた One-pot ホウ素化反応より合成し、各種スペクトルおよび元素分析により同定した。次いで、

カルバゾール誘導体ホスト材料 mCBP に DMAc–BN, PXZ–BN を 3 wt%ドープした薄膜を作製し、積

分球にて絶対発光量子収率 (PLQY) を評価した。新規材料を発光材料として用いた有機 EL 素子 
[ITO/polymer buffer (20 nm) / di-[4-(N,N-ditolyl-amino)-phenyl] cyclohexane (TAPC) (15 nm) / 3,3′-Di(9H-
carbazol-9-yl)-1,1′-biphenyl (mCBP) (5 nm) / 3 wt% Guest-doped 3,3′-Di(9H-carbazol-9-yl)-1,1′-biphenyl 
(mCBP) (10 nm) / (9-phenyl-9H-carbazole-3,6-diyl)bis(diphenylphosphine oxide) (PO9) (10 nm) / 3,3’’,5,5’-
tetra(3-pyridyl)-1,1’;3’,1’’- terphenyl (B3PyPB) (40 nm) / LiF (0.5 nm)/Al (100 nm)]を作製、特性評価を行

なった。 

【結果と考察】mCBP にドープした DMAc-BN と PXZ–BN の PLQY は 90 %程度の高い効率を示し

た。発光ピーク波長はそれぞれ 503 nm, 516 nm を示した。DMAc-BN と PXZ–BN を用いたデバイス

は、それぞれ CIE (0.18, 0.60), CIE(0.22, 0.67)の緑色発光を示し、最大外部量子効率 23.3 %を示した。

スペクトルの半値幅は 50 nm 以下を実現した。	 

	

Fig 1. Chemical structure of DMAc-BN and PXZ–BN and performances of OLEDs. 
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